
 

緊急地震速報の周知・広報及び利活用推進関係省庁連絡会議 

（第１回） 

 

日時：平成 19 年 3 月 28 日（水） 
 14:00～14:30 

場所：内閣府防災Ａ会議室 

 

議 事 次 第 

 

開会 

 

１．中央防災会議での発言について 

 

２．緊急地震速報の周知・広報について 

 

３．緊急地震速報を有効に利活用するための方策について 

 

４．その他 

 

閉会 
 
 
配布資料 
 資料１ 気象庁における周知・広報の取り組みについて 
 資料２ 緊急地震速報の利活用事例 
 資料３ 集客施設における管理者の対応例 
 資料４ 緊急地震速報の利活用促進に関する国土交通省の取組について 
 資料５ 経済産業省所管分野における緊急地震速報の活用状況について 
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緊急地震速報の周知・広報及び利活用推進関係省庁連絡会議について 

 

 

１． 趣旨・目的 

 気象庁は、震源に近い観測点で得られた地震波を用いて、震源や地震の規模

等を短時間で推定し提供する緊急地震速報について、広く国民への提供を予定

している。 

 この緊急地震速報を活用して、大きな揺れ（主要動）が到達する前に、一般

の住民や企業の従業員及び施設利用者等が、身の安全を確保するために適切な

対応をとることができれば、地震被害の大幅な防止・軽減が期待できる。一方、

現状では、緊急地震速報が国民に広く浸透するには至っておらず、有効な利活

用にも結びつかないおそれがある。 

 このため、各所管分野における、緊急地震速報を有効に利活用するための方

策の検討と、国民への普及・啓発への取り組み等について、各々情報交換や施

策の調整を行うとともに、各省庁の取り組みをとりまとめることとする。 

 

 

２． 検討事項 

 各省庁の所管行政に係る以下の事項について、意見交換を行いつつ、対応状

況を、適宜とりまとめていくものとする。 

○ 緊急地震速報の周知・広報の徹底 

○ 緊急地震速報を有効に利活用するための方策   等 

 

 

３． 検討日程（予定） 

 平成 19 年 3 月 28 日（水） 第１回開催 

 平成 19 年 4 月 27 日（金）  第２回開催予定 

  以降、１～２ヶ月程度の間隔で適宜開催予定 

 


